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はじめに

パフィア語(話し手たちは、 kpag と呼ぶ)というのは、アフリカのカメルーンの首都ヤ

ウンデの西北西の町Bafia およびその近辺に話されるパントゥ系の一言語である。1)

本論文でこの言語の表記に用いる子音字とその概略的音価は、次の知くである。

b ([b]) ， c ([t ，G])， d ([d]) ， f ([fJ)， g ([g]. 語中では[l]) ，

gb ([命].二重閉鎖子音)， h ([h]) ， j ([dJ] ， k ([k]) ， kp ([防].二重閉鎖子音).

1 ([1]). m ([凶). 0 ([0]) ， Og. (句])， oy (伊). p ([p]). r ([r]). s ([s]). 

sh ([~]). t ([t]). w ([w]). y ([j]). z ([z]). 2) 

b/g は、音節末では、破裂しないp や声門閉鎖を伴う破裂しないk となる。

母音字は、次の適りであるo

i ([i])， e ([e]) ， ~ ([ε.]). a ([a]) ， 0 ([:>])， 0 ([0]) ， U ([U]). ~ ([a]). 

母音には長短の区別があり、さらに、 2五QQ ，O包 38 といった、長い鼻母音がある。この

言語の母音は、かなり聞き分けにくく、本論文の記述にこの点での観察の誤りが含まれて

いる可能性がある。

アクセントについては、母音字上の/で『高 j を、作で『下降調J を、 ν で『上昇調」

を、無印で f低j をあらわす。

この言語における人称主格接辞3) の形は次の通りである。この言語には、多くのパント

ゥ諸語に認められる対格接辞"は、認められない。

単数 1人称 N 複数 1人称 ta 

2人称

3人称

U 

a 

N は子音前鼻音をあらわす。

2人称

3人称

ba 

ba 

クラス的主格接辞は、次の通りである。クラスは名詞例で示す。ハイフンは、接頭辞と

語幹の境界を示す。 I--VI は単数名詞のクラスで、 VII--XI は複数名詞のクラスである。
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1. m-'n r子供J ， n-ti i r義理の親・兄弟姉妹・子J • 

k61a (接頭辞ゼロ) r猫J 単数3人称に同じ

i I. n-g66 r尾J • m-bamba r鉄砲J

日1. d-is r目J ， i-lQng' r角J • n-lel 回ag r舌J • 

bond6( 接頭辞ゼロ) r榔子J

wu 

d~ 

IV. ka-b6g r鼠j ，c-dd f首輪J • i -l'a r巣J ka 

V. bu (接頭辞ゼロ) r犬J • boboo( 接頭辞ゼロ) r薬J • ny-am r動物、肉J

VI. h-ram r畏J fa 

VI I. b-6n r子供J • ba-ti i r義理の親・兄弟姉妹・子J • ba-k61a r猫J

cf. 1. 複数 3人称に同じ

引 11.四 a-g66r 尾J • ma-b 血ba r鉄砲J • m- is r目J • ma-lQng' r角J • 

ma-lemag r舌J • ma-bond6 r榔子 cf. 11/ 11 1. ma 

IX. b吋~g r鼠J ，by-ttr 首輪J • b)-l" r巣J cf. IV. ba 

X. b6 (接頭辞ゼロ) r犬J • ny-am r動物、肉J cf. V. Y3 

XI. 1γr 釦『畏J cf. Vl . 切

なお、多くのパントゥ諸語の対格接辞にあたる内容は、動詞末尾に次のような『対格接

尾辞J を置いてあらわす。

単数 1人称 ma 複数 1人称 bas e) 

2人称 wo 2人称 阻anW

3人称(=クラスI) nya 3人称(=クラス VI I) bo 

クラス 11 wo. 111 dyo. IV ko. V yo. VI fyo. VI 1 1 mo ， IX yo. X co. 

対格接尾辞のアクセント、および、対格接尾辞が続いた場合の動調のアクセントについて

は、最後に触れる。

主格接辞をS であらわすが、(1)単数 1-- 3人称およびクラスV のそれ、 (2) その他の

それ、がアクセントの面で区別される。それぞ.れを SI. S2 と呼ぶことにする。この言語の

動詞自体は元来のアクセントの型 (A 型・ B 型8))の対立を保存している。

なお、このインフォーマント(言語?)のアクセントはかなりぶれるようである。従っ

て一本論文の記述にところどころ不確かな部分がある。

この言語の動詞語幹と呼びうるものには、元来の語幹+a に由来するもの( r適常語幹J

と呼ぼう)と、おそらく元来の語幹 +agta に由来するもの( r延長語幹J と呼ぼう)の 2



種類がある。多くのパントゥ諸語は、 (元来の)語幹と語尾 (a / ag-a) の境界が認識しや

すい状態にあるが、カメルーン、ガボン、コンゴ共和国に分布するパントゥ系言語のかな

りのものは、その境界が明確でなくなっている。それだけではなくて、語末の母音が脱落

したり、奇妙な音韻変化をこうむったりしていて、多くのパントゥ諸語とはかなり異なる

状態を呈している。

6 1. 不定形

この言語の動調にも、不定形と呼んでよい形( r-- することJ の意)がある。

不定形は、

i +適常語幹または ra +適常語幹

という構造を有する。アクセントは、次のように表示しうるように恩われる。 c は(子音

鼻音+)子音(+半母音)を、 V は母音をあらわし、 X は任意の音索列 (O でもありうる〉

を示す。不定形接頭辞として、 i を用いる形を実例とする。

A 型: iCV(V>X. 

B 型 iX.

if~ r与えるし igbf 見るJ ， is~m r罵るJ ，ib6g rたたく、蹴るJ ， 

iw~( r殺すJ ， inYQnz() r乳を飲ませるJ ，imilsel rなだめるJ • (以上 A 型)

ikpa r倒れる、落ちるJ ， ikang' rしばるJ ， inab r追う J ，i bai r買う J ， 

isurd r首を締めるJ ， inar!!n r伸びをするし inyags3 rくすぐるJ ， 

i looren r向きを変えるJ • (以上 B型)

なお、この言語の不定形は、あとに目的語を続けることができない。 rポール(baltfl め

を蹴ることJ ということをあらわすには、

ib6g da balg[ 

という o d，は、クラス III( 不定形はクラス111 に属するものと扱われている)に呼応する

「のJ という意味の穏であり、文字通りには『ポールの蹴ること J であるo

6 2. 直説法形

次に、直説法形の構造とアクセントを扱う。

6 2-1. 通常語幹を用いる形

まず、不定形と同じ語幹を用いる形を見る。
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6 2-1-1. 現在形

現在行われているか、いつも行われる行為をあらわす形は、

主格接辞+ i + 適常語幹

という構造を有する。主格接辞+i の形は、次の知くである。

単数 1人称号N. 2人称 uu. 3人称(=クラス 1) aa. 

複数 l人称 ti i. 2人称 b i i. 3人称(=クラス VI I) bee. 

クラス 11 wii. 111 dii. IV ki i. V ii. VI fii. VIII 田~ç. IX b i i. 

X yii. XI ti i. 

ただし、単数 1人称以外の場合、適常語幹がCV+ 鼻音・子音前鼻音であるか、それではじ

まる場合、 uN. aN. tiN. biN. b~N. etc. となる。アクセントは、次の如く表示しうる。

なお、この形の場合、 S.S2 の違いはあらわれない。+ 1 は、調整規則7) 1 を付け加える必

要がある、の意である。
/ ，. 

A 型: SiCVX ( i がN であらわれると、 S はS となる。 X < CV なら、 CV はCV となる。

『調整規則1 J と呼~~).

B 型: ~ i CVX ( + 1 ) . 

aafa r彼は与え(てい)る J ，合IlggIl ，211seIn ，6abog ，hwgi ，2nnY6nn ，dadasa.

(以上 A 型)

dakpa 『彼は倒れるJ ，hlfang'.iamb-iabai.4asdm ，aa114rgIl ，hIlydgsa ，

'a16oren. 

6 2-1-2. 現在完了形

既に行われた行為をあらわす形は、

主格接辞+ ma +通常語幹

という構造を有し、アクセントは、次の如く表示しうる。

(以上 B 型)

A 型:SEEdedd)X(X=C あるいはX = RJ なら、 CV(V) はCV(V) となる。 r調整規則

I1 J と呼ぶ).

62圃~CV(V)X ( + I1 ). 

B型:SImaszmix-

佃4釘fa r彼4はまもう与えたJ ， a佃皿4匂g巳伊n. a佃m尚6&sE 伊m. a佃回凶尚6“bo偲g，佃am'w 略!:i. a佃阻凶凶凶6&血n吋l
，ノ， " 

am-amaas~; 

b'm'fa r彼らはもう与えたJ ，badgEn ，bdmdsEm ，bdm4bog ，bdEdwgi ，bdEdnY6nza ，
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b'm'ma'set; 

組 'kpa r彼はもう倒れたJ ，細'kang' ，amanab ， am'bai ， am'su r3， 

(以上 A 型)

nM
 O

M
-

r

・-a 
nu
 ra m 

岨

a

aminpgw ，ami199rgn; 

bim'kpel r彼らはもう倒れたj ，bdmikang' ，bdIBinab ，bd 田'ba i， bam'sura. 

b~~nar~n， b'manYdgS3 ， b'回'lQQr~n. (以上 B 型)

D 2-1-3. 現在否定形

~ 2-1-1 の形に対応する否定形は、

主格接辞+ i + 通常語幹+ ba 

という構造を有する。主格接辞+iの形は g 2-1-1 に見た知くであるo アクセントは、

次の知く表示しうる。この形の場合も、 S，Sz の違いはあらわれない。

A 型: SiCVXb~ ( i がN であらわれると、 i は3となる。 X = VならX は{となる。

「調整規則11 1 J と呼ぷ).

B 型: SiCVXb~ ( + 111 ). 

'afàb~ r彼は与え(てい)ない j ，angtnuS ，GIlsimgS ，4ab6gbG ，aawifbi

lnny6nzab~， ，叩iasa bI;

会akp~b' r彼は倒れないJ ，Snkdng'bd ，6an4bbd ，6abdfbj ，bdrabd ，aandrgIlb4.

，，『
eLu nu a』

-

V
且nu

・

'
0
・
--E--

免

u，ιa ，40 L
U 

2
w ed o

a 
，40 官
J

n
U 

2
u 

'ha (以上 B型)

g 2-1-4. 現在完了否定形

~ 2-1-2 の形に対応する否定形は、

主格接辞+ ka +通常語幹+ ba 

という構造を有し、 7 クセントは、次の知く表示しうる。

A 型:SElfiibj ，62kii 凶.

B 型: S ， k~CV(V)縦( ( )内の V があらわれなければ、{は Xとなる。 X = C(C--) 

あるいはX = RJ で、( )内の V があらわれなければ、 CV ，;t cv となる。 r調蹴

則IVJ と呼，~.t)，

62kicG(V)ib4(+IV). 

a紘kà釘“f“
àb尚I~ r彼はまだ与えていなLい、リJ ， a紘kag 託i合&En 凶l

ak'ゐ命6合釘ny泊均6合n~b'， ak' 阻i

“
's~:仏b凶6ふ; 

b'k'f'b' r彼らはまだ与えていないJ ，bi144 尚
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balddfbi ，b6kdnydnZ4b 《， bi 凶m"s'tfa. (以上 A 型)

ak仏p~b' r彼はまだ倒れていないJ ， a凶kang'b' ，ak 色nSbd ，akab6ibj ，aK6drabi

ak'n'r~nb~， ak'n~gsab{， ak'l~Qr~nb'; 
bSkikP3b4 『彼らはまだ倒れていないJ ，bikaK2ng'bi biltinsbbj ，bdK6baib4 ， 

budsdrab 《， b4K6nargnbj ，凶k'nySgSel 凶， bait6169r611bi. (以上 B型)

B 2 - 2. 延長語幹を用いる形

fはじめにJ に述べたように、延長語幹というのは元来の語幹+ag+a に由来すると考え

られるが、種々の音韻変化の結果、通常語幹とはかなり複雑な対応関係を示す。以下に、

その対応関係を概観する。不定形と延長語幹を対応させるが、後者についてはアクセント

表示を省く。なお、この他、例外的な形の延長語幹が認められる。

1) -C~n という適常語幹には、 -C~!! が対応する。

i1 00ren r向きを変えるJ vs. looree 

ただし、~がないのにこの規則に従うものがある。

ig~n r見るJ

iken r行く J

au
・
au
・

0
』

-
a
u
-

R
6
b
n 

-

-

q

d

e

o 

w
v
w
v 

2) -C という適常語幹には、 -Cii が対応する。

imdjS3 「なだめるJ vs. 四aasl1

3) CVC( 2番目のC がg の場合を除く)という通常語幹には、 CVCa が対応する。

inab r追う J vs. naba 

ish'n 「叫ぶj vs. shan~ 

ただし、これには、特に 2番目のC がn の場合、かなり例外がある。

i tC) n r編むj
'‘.... vs. taa 

iton r建てるj vs. too 

ikang' r縛るJ vs. kaa 

4) (-)CVg という適常語幹には、 (-)CW が対応する。

ib6g rたたく J vs. boo 

isig r脅すJ vs. S 11 

iy イlag r習う j vs. yi laa 

これにも、例外がある。

lnyomag 「呪いの言葉を吐く J vs. nyomee 
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には、 CVV が対応する。5) CVV (VV は非鼻音化長母音)

soo VS. isoo r洗う J

これにも、例外がある。

lowi i VS. i 100 r吐く j

fyawi i VS. 「掻きとるJg
u ra 

V
E 

CE-. 
・・・且

6) CVV (VV は鼻音化長母音)には、 CVng' i i (V は非鼻音化母音)が対応する。

sQng 11 VS. isoo r脱ぐJ

ik6o rゴミを集めるJ kong' i i vs. 

7) CVi には、 CVla が対応する。

tela 

bola 

vs. 

vs. 

it6f fすくう J

る

。

す

腐

る

殺

「

あ

『

0
・
カ

M
P

ゆ

外

-m

例

woh VS. 

8) CV には、 CVV が対応する。

if' faa vs. 『与えるJ

d i i vs. 『食べるJid{ 

例外がある。

kpai i vs. ikpa r倒れるJ

Wll vs. 『死ぬ』iw6 

9) CVig には、 CVra が対応する。

sara 

tera 

vs. 

VS. 

『水を払う j

it~ig 

例外がある。

ipwifgf 脚を閉じるj

『買い戻すJ

lsalg 

pora 

以下に、実例として用いる動詞の延長語幹の形を示す。

ノ
ifa:faa ， iggn:ggg ， 1sgm:sgm ， ib6g:boo ， 

inm's~: maas i i; 

vs. 

" lwel: WOJ C¥， 

， 
・・・且

•.••. 
噌

bnu nu-
V
J 

nu --
『

e
q
u nu 

J
0
・
V
J 

nu ---a
 

lßy~gsa: nyags 11 ， lsura: SU r1 1， inab: naba ， ikang': kaa ， 

i looren: looree. 

ikpd: kp 'd i i， 
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~ 2-2-1. 過去形

昨日もしくはそれ以前のある時点において行われた行為をあらわす形は、

主格接辞+ n + 延長語幹

という構造を有するが、単数 1-- 2人称主格接辞は、代名詞起源のma/wQ があらわれる。

アクセントは次のように表示しうるo

A 型:51nxd ，62M.
B 型:LICKV)i(X=8 なら、 (V) は(V) となる。 r調整規則V J と呼ぶ)，

idlev(V)X(+V). 

~nfa~ r私は与えたJ ，dngd ，dnsgmj ，mkIlb06 ，回knwold ，IBEnnyEMit

m~nmaasi{; 

banfaa r彼らは与えたJ ，bdnge6 ，bdnsemi ，b6ab06 ，bhwold ，bhnyonzif ，

b'nmaasif. (以上 A 型)

m~nkpa{( r私は倒れたJ ， IBKIlltgtmKIlflab4， Ehlsurff， mktinynsff，四百nIQQr~~;
bdnkP3ffr 彼らは倒れたJ ，binK36 ，b凶4nmm1

(以上 B 型)

A 型が単独で発音される場合、短い語形では末尾の「高J が聞き取りにくいが、一応上

のように解釈しておく。

~ 2-2-2. 今日の過去形

直前ではないその日のある時点において行われた行為をあらわす形は、

主格接辞+ a + 延長語幹

という構造を有する。主格接辞+a の形は、次の知くである。単数 1--2 人称主格接辞は、

ma/wo が想定される。

単数 l人称 maa ， 2人称 waa ， 3人称(=クラス 1) aa ， 

複数 l人称 caa ， 2人称 byaa ， 3人称(=クラス VI I) baa ， 

クラス 11 waa ， 11 1 dyaa ， IV kaa ， V yaa ， VI fyaa ， VII 1 maa ， 

lX byaa ， X yaa ， XI caa. 

アクセントは次のように表示しうる。
I 1 ノ I I 

A 型 S. aXV ， SzaXV. 

B 型:StickV){(+V) ，idcV(V){(+V).

maáfa~ r私は与えたJ ，maigd ，misemj ，madb06 ，madwolj ，IBadnyoIiZii



， • t 
maamaaSll; 

b46fadf 彼らは与えたJ ，b66ge6.b64sgd.baib06 ，badwoij ，bddIlygIIZif ，

b~'maasií. (以上 A 型)

ma6kmfff 私は倒れたJ ，時kai. ma'nab' ，品sdf ，Ea4mgsff ，四ai1994;

bdihP3ffr 彼らは倒れたJ ，bddhd ，b66nab4 ，b66surff ，bddayagsff ，b46199rit.

(以上 B 型〉

A 型が単独で発音される場合、短い語形では末尾の「高J が聞き取りにくい。

B 2-2-3. たった今の過去形

たった今行われた行為をあらわす形は、

主格接辞+ 延長語幹

という構造を有し、アクセントは次のように表示しうる。
〆 / / 

A型: SIX. S2X. 

B 型: SICV(V)X ( + V ). 
ノ

S2CV(V)X ( ( )内の V があらわれなければ、 X はX となる。 r調整規則VIJ と

呼ぶ).

mfa' r私は与えたj.ngei ，nsed ，mb66 ，nW616 ，即時nzff ，mdisff;

b'f~' r彼らは与えたJ ，b466 ，b4dd ，b4b66 ，bdwd16 ，bdIIY61lzff ，bd 皿64sff.

(以上 A 型)

nkpa11 r私は倒れたJ ，nK2t n帥 i nsurff ，nmgsff ，n199 必;

b~kp'i i r彼らは倒れたJ ，bats;b4naa ，bdslfrii ，bdIIY6gsii ，b616grji.

B 2-2-4. 未来形

未来に行われる行為をあらわす形は、

主格接辞+ bi i + 延長語幹

という構造を有し、アクセントは次のように表示しうる。

(以上 B 型)

A 型:StbficGi(X=(C)V なら、 i はX となる。 r調整規則VII J と呼ぷ).

丸山cYx ( + VII ). 

B 型:SIbfiCV(V)i(+V) ，LbfiCV(V)i(+V).

mb{ifaa r私は与えるJ ， mb{ig~e. mbfisema ， mbfib6o ， mb(i\v6 1~ ，. mb イiIlY611zff ，

9 
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mbfiIndds ff; 

bab{if6a r彼らは与えるJ • b'b{ig~~. b'b{is~1肌 b'b{ib6o. b'b1i w'o la. 

bafiIIY61lzif ，babfimUsf イ. (以上 A 型)

mbÍi kp~{{ r私は倒れるし皿bfikatmbfinabimbfislit-ff ，Ebiinyagsff ，

mb{iloor~6; 

bab Ii kpa (( r彼らは倒れる J ，bdbfinabi bdbfikst bibfislit-ff ，b6bfiIlyagsff ， 

b'b1 i loor~~. 

a 2-2-5. 過去否定形

~2-2-1 の形に対応する否定形は、

主格接辞+ n + 延長語幹+ ba-

(Q.lI: B型)

という構造を有する。単数 1--2 人称主格接辞は、代名調起源のma/wo があらわれる。ア

クセントは、次のように表示しうる。

A 型:511dbj ，i21dbd.

B 型: SlnCV(V)Xb' ( + V). S2nCV(V)Xb~( + V ). 
m~nfa'b~ r私は与えなかったJ ，dngdd ，EhsemGb4 ，mEnb06b6 ，InktlW0146 ，

mgflItyoflzifbG ，InEnIBaasi fbi; 

b~nfaáb' r彼らは与えなかったj ，b6nge6bi bSElsemdbi ，bdnb06bj ，bSnwoldb4 ， 

凶INlyoIlzifbj ，b6111Baasifb4. (以上 A 型)

mankpa ((b~ r私は倒れなかったJ ， mankalb' ， mlinnab'b' ， mKnsur1(b~. 
皿annyags 't fbS. m~nloor~~b); 

b'nkpa ((b' r彼らは倒れなかったJ ，banlfdbj ，bimab66 ，bdnsurffbj ， 

ノ1. l • I • _ 11. I 
bannY1gs1ibd. bánIQQr~~bá. 

~ 2-2-6. 今日の過去否定形

~2-2-2 の形に対応する否定形は、

主格接辞+ a + 延長語幹+ ba 

という構造を有する。主格接辞+aの形は、 ~2-2-2 に見た知くであるo

アクセントは次のように表示しうる。

A 型:S14xdbd.64xdbj.

B 型:SJCV(V)ib4(+V) ，GAcV(V)ibj(+V).

(以上 B 型)



maáfa~b' .r 私は与えなかったJ ，majge6bj ，misgdbd ，回aib06bd ，四a'wol{ t{a.

Ina611YQIlzifbj ，madmaasifbd; 

baafaab' r彼らは与えなかったJ ，b66gedbi bidsgEljbj ，bidb06bj ，b66wo16bi 

b'ànYQnzi{b~. båàmaasif~. (以上 A 型)

maakpa((b6 r私は倒れなかったJ ， maakalb'. maánab~b~. 皿a6surffb'.
mainyagsffb 《， mailgQr66bd;

b44kpdfb4 『彼らは倒れなかったJ ，baditdd.b66Ilab4bj ，b46surffb6 ， 

b6'ny~gsífb'. bá'19Qr~~b'. (以上 B 型)

11 2-2-7. たった今の過去否定形

62-2-3 の形に対応する否定形は、

主格接辞+ 延長語幹+ ba 

という構造を有し、アクセントは次のように表示しうる。

A 型: SIXba ， S2Xba. 

B 型: SICV(V)Xb~ ( + V ). 
S2cd(V)iba(X PG なら、 (V) は(V) となる。 r調整規則VIII と呼ぷ).

mfaiba r私は与えなかったJ ，ng46ba ，nsdmdbp ，mb66bLnw615ba ，ntIY6nzffba ，

mmáásífb~; 

baf a' aba r彼らは与えなかったj ，baddba ，b64dba ，bib66ba ，biw616bB ， 

bdIlY611zffba ，bdmddsffh. (以上 A 型)

IlknffM 「私は倒れなかったJ ，nK563 ，nnab4b ，nsMfba ，nIIY3gsffb ， 

nloor~6b3 ; 

b6lfpdffba 「彼らは倒れなかったJ ，bi146ba ，bdnSbGba ，bdstfrffba ，bdIlyjgsffba ， 

b~16oré6bð. (以上 B 型)

6 2-2-8. 未来否定形

6 2-2-4 の形に対応する否定形は、

主格接辞+ bi i + 延長語幹+ ba 

という構造を有し、アクセントは次のように表示しうる。

A 型:Stbficoib6(+VII) ，62bficdibd(+VII).

B 型: Slb'.iCV(V)Xba ( + V ). S2bfiCV(V)~b~ ( + V ). 

11 
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mb(if'ab~ r私は与えないj ，mbiigGgbj ，mbfiS6mbj ，mbfib6obj ，皿b'I iw61 油《，

四b(iny~nzf{b'，四bfimá6sf(b~; 

b'b(ifáab~ r彼らは与えないJ ， b'bfig~~b~ ， b~b1is~mab'. babiib60bd. 

b~b1iw61~b~. bábíiny6nzfí~. b'bfim~'s{(b'. (以上 A 型)

IBbfiloaffbd r私は倒れないJ • mbfika 紛， mb(inab(b'. mb1isur{(b~， 
mbfinyagsffbf ，mbfiloor66bd; 

blbイ ikpa 'Í{b~ r彼らは倒れないJ ，b4Minabdbj ，bibfiK36bj ，bdbfistirffb6 ，

bibfinpgsffbi bibfi19044bi (以上 B 型)

6 3. 命令・禁止形

63- 1. 命令形

命令に用いられる形は、相手が単数の場合と複数の場合で構造が異なる。

63-1-1. 対単数命令形

相手が単数の場合の命令形は通常語幹の末尾にa を加えたような構造のようであるが、

通常語幹が2音節の場合そのままであるなど、例外も多い。アクセン.トは、次のように表

示できる。

A 型:i.
/ 

B 型: CV(V)X. 

f'ya r与えろj ，gdnjf 見ろJ • s併『罵れJ • boa rたたけJ ， wola r殺せJ • 

ny6nz~ r乳を飲ませろJ ，midS6 fなだめろJ. 以上 A 型〉

kp~y{ r倒れろJ • kang' 6 rしばれJ ， nabd r追えJ ， suta r首を締めろJ ， 

ノ ，
I町 6Il 「伸びをしろJ ， nYlgsa rくすぐれJ ， lQQr~n r向きをかえろJ • 

(以上 B型〉

63-1-2. 対複数命令形

相手が複数の場合の命令形は、延長語幹+na のような形だが、例外も多い。アクセント

は、次のように表示できるo

A 型: Xna. 

B 型:CV(V)iIla-
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『乳を飲ませろJ' ， 

「見ろJ ，dmgffna f罵れJ ， 

I“Ilz ffna 

r (君逮)与えろ J ，dha

b66na rたたけJ ，w61611af 殺せJ ， 

IB66sffnaf なだめろJ • 

fa'na 

(以上 A 型〉

14P3fIla 「倒れろJ ， kang ・ana rしばれJ ，11abdnaf 追えJ ， 

wjna 「伸びをしろJ ，mgsffna 「くすぐれJ ， 

(以上 B型〉

surioa r首を締めろJ ， 

loor~~na r 向きをかえろJ • 

禁止形

「調盤規則IXJ

B 3 - 2. 

対単数禁止形

相手が単数の場合の禁止形は、

koo +通常語幹

という構造を有し、アクセントは、次のように表示しうる。

A 型:koGx.

B 型:K06cmi(X はC でもありうるが、その場合〆は消滅する。

と呼ぷ).

a3-2-1. 

kQQbog ， kQQw~i ， k旬凶9必6n y g伊n仏 }均t匂悦Q必必G企争maa目
(以上 A 型〉

k加Eωo6 町ags4 ，

f与えるなJ ， kQQg~n， kQQs~m， k06fa 

(以上 B 型〉

K06kang' ，h06nab ，K06sud ，kodnar6n ， 

f向きをかえろJ • 

-・Jなるれ・""凶z

・
a
v
n 

r
l
f
a
b
-

V
且

、e
n

u
・

n
v
n
u
-

-
凶
国

-E--

r
0
・
F
0
・

n
u
-
n
u
-

L
民

L
M
U

対複数禁止形B 3-2-2. 

byee + 

という構造を有し、アクセントは、次のように表示しうる。

A 型:byea-
I 

B型: by~~CV(V)X ( + IX ). 

bye~fa r (:君逮)与えるな J ，bydgefi ，bye6sem ，

bye~maasð. 

bye~kp ë) r (君達)倒れるな J ，bydkad ，bye6nab-bye6stirs ，bydnar6n ，

bygtmgsd ，bygilgg ゆ (以上 B 型〉

bye6bog. bye~wei ， byeenyonza. 

(以上 A 型〉

相手が複数の場合の禁止形は、

通常語幹
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6 4. 接続法形

r--- が~するように J と訳すと何となく意味の通じる形があり、パントゥ諸語研究では

「接続法」と呼ばれることが多い。

接続法形は、

主格接辞+ 通常語幹

という構造を有する。アクセントは、次のように表示しうるようである。

A 型:6cd(V){(Xzg なら、 (V) は(V) となる。 r調整規則X J と呼ぶ).
r 

B 型:icd(V)i(() 内のV があらわれなければ、 i はX となる。 r調整規則XIJ と

呼ぷ).

6fj f彼が与えるようにJ ，adn ，dsjm ，db6g ，dwdf ，ayhzj ，dmdad-

(以上 A 型〉

ikP4 「彼が倒れるようにj ，iking' ，dn4b ，dS6ra ，dnirsn ，inY6gss ，i16grdn.

(以上 B 型〉

この形の複数 1人称形は、 r........ しよう」という意味でよく用いられる。

tilti11 『行こう J (< ikcn r行く J ). 

6 5. 連体修飾形

動詞がうしろから名調を修飾する時の形は、非常にデータ不足ではあるが、直説法形と

同じであるようである。

m6m afaama bG r私に(ー四 a) に犬(bO) を与えた人(m6m) J . 

m6 回目fddbakP6f16r 私がバナナ (bakP64. 複数)を与えた人 J . cf. ~ 2 - 2 - 3 . 
. ，. ~~. / 〆

mom abíiresíîb~sa r私達(b3Sa) を(未来において)教える(< ires~) 人J . 

cf. ~ 2 - 2 - 4. 

6 6. 対格接尾辞

ここでは、 「はじめにj に見た対格接尾辞のアクセントを見るが、このインフォーマン

ト(言語?)の発音は(特に否定形の場合)極めて暖昧で、確定しづらい場合がある。

対格接尾辞は、独立代名詞と同じ形であるが、独立代名詞として単独で発音されると、

次のようなアクセントであるようである。

〆， .' 
人称代名詞 ma. WQ. nya. b;s5. m~nYð. bQ. 

クラス11: 崎， HI:dyj ，IV:K6 ，V:Y6 ，VI:fyd ，VII:fyd ，VIII: 呼 IX: ~， 



X: co. 

なお、動調末尾が sで終わると、 a + nya はinya となるようである。

しかし、対格接尾辞として用いられると、 CV という構造のものはアクセント的に等しく

なるようであり、 CVCV という構造のものもそうである。

~ 2-1-1 に見た形に対格接尾辞が続く場合は、動詞部分が

A 型:6icdx(+III).

B型:iicdx(+IiI).

というアクセントとなり、対格接尾辞のアクセントはcÝ/C~CV となる。

2勧n昭l沼gdinm 凶1

2bIn 昭19託t合卵n凶l巾b“'S鈎a r彼は私たちを見(て Lい、リ)る J

'amaaSdma r彼は私をなだめ(てい)る J • 

aamaaSdbo r彼は彼らをなだめ(てい)る J • 

'amáasè) b~sa r彼は私たちをなだめ(てい)る J • 

ink'og' 尚 f彼は私をしば(ってい)る J • 

2nking-b6 『彼は彼らをしば(ってい)る J • 

Snkdng'b6S3 「彼は私たちをしば(ってい)る j

hwigs34r 彼は私をくすぐ(ってい)る J • 

ianY4gωq r彼は彼らをくすぐ(ってい)る J • 

8aIEY4gS3b6sa 『彼は私たちをくすぐ(ってい)る J • 

~2-1-2 に見た形に対格接尾辞が続く場合は、動詞部分が

A 型:816hiiAi
B型 Slmax. 82四'X.

(以上 A 型)

(以上 B 型)

というアクセント (B 型は変わらず)となって、対格接尾辞のアクセントは CV/CVCV とな

る。

a剖m凶向n4igdinmmIm凶n~ r彼』はまもう私を見たjし. a佃m凶巾4匂gd4In 尚l

a創Imn6ゐg~白nb凶4sωl) r彼はもう私たちを見たJ

組 runaas'ma r彼はもう私をなだめたJ ，amiE646b6 ，aEhddsibisj;

bdmidIlmi r彼らはもう私を見たJ • etc.; 

ba 皿4E66sdmi 「彼らはもう私をなだめたJ • etc. ・ (以上 A 型)

a尚kang'm~ r彼はもう私をしばったJ • amakaog ・b6 ，a皿&ang'bSsa;

am'nyags 前 f彼はもう私をくすぐったJ ，aIE6mgmbi ， 

15 
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am'ny~gs~bSsa ; 

ba 伯kang'm' r彼らはもう私をしばったJ ， etc.: 

bh6nyagsm6r 彼らはもう私をくすぐったJ ， et~ (以上 B 型)

~ 2-1-3 に見た形に対格接尾辞が続く場合は、動詞部分のアクセントは変わらず、

対格接尾辞のアクセントはC~/CVCV となる。

~ng~nb$ma r彼は私を見(てい)ない J ， 

âng~凶b~ r彼は彼らを見(てい)ない J ， 

âng~nbSb's-a r彼は私たちを見(てい)ない J

damdaS3b6mi r彼は私をなだめ(てい)ない J ， 'am'asabibd ， ~細dasabdbdsa.

(以上 A 型)

2nking'bdmj f彼は私をしばらない(しばっていない) J • 'a nk'ng' b'bo. 

ânkáng'b~b6sa; 

4aIwigs3biIBif 彼は私をくすぐらない(くすぐっていない) J • 

áany，gSðb~b~， áany，gsab~b~sa. (以上 B 型)

~ 2-1-4 に見た形に対格接尾辞が続く場合は、動調部分のアクセントは変わらず、

対格接尾辞のアクセントはcd/cdcv となる。

akdgdnb6mdr 彼はまだ私を見ていないJ ， 

akdg6nbdbd 「彼はまだ彼らを見ていなしリ，

akág6nb'b~sa r彼はまだ私たちを見ていないJ

akhdddbdmjr 彼はまだ私をなだめていないJ ，aK4E66sjbdb6 ，ah4mddsdbdbdsa;

biLtigdnband r彼らはまだ私を見ていないJ ， etc.; 

bakdmaisdbdmd r彼らはまだ私をなだめていないJ ， etc. (以上 A 型)

a油ka必伽aka 命8&hIn ばl

a紘k'仏n元仇g~b凶6仏皿仏j f彼はまだ私をくすぐつていなLい、リJ ， a杭ka命6ゐ卸n町yd;33 勾gsab' 仏bQ. i 
akiny らS3b4b4sa;

bdh6hang'b6md r彼らはまだ私をしばっていないJ ， etc.: 

bakany らsab6d r彼らはまだ私をくすぐっていないJ ， etc. (以上 B 型)

~ 2-2-1 に見た形に対格接尾辞が続く場合は、動調部分のアクセントは変わらず、

対格接尾辞のアクセントはCV/CVCV となる。

~ng~~ma r彼は私を見たJ ，Yíng~~bQ r彼は彼らを見たJ ， 

sage6bad f彼は私たちを見たJ



~nmaasi(ma r彼は私をなだめたJ • lnmaasifbo. anmaasifbas'; 

b'ng~~ma r彼らは私を見たJ • etc.; 

banmaasiima r彼らは私をなだめたJ • etc. 

KIllfS65a 『彼は私をしばったJ • ankaabQ. In 凶bぷ;

511IwagsfIBa 「彼は私をくすぐったJ .百 1111yagsffbg ，Ennyggsffbasd:

binkshf 彼らは私をしばったJ • etc.; 

bi1111mgsffma 「彼は私をくすぐったJ • etc. 

(以上 A 型)

(以上 B 型)

6 2ー 2-2 に見た形に対格接尾辞が続く場合は、動調部分のアクセントは変わらず、

対格接尾辞のアクセントはCV/CVCV となる。

a，gg~ma r彼は私を見たj ，ajggibq f彼は彼らを見たJ • 

adgetbasd r彼は私たちを見たJ

aamaasiima r彼は私をなだめたJ ，admaasifbg ，a6IBaasifMsj; 

badgeaBaf 彼らは私を見たJ • etc.; 

bá~aasi{ma r彼らは私をなだめたJ • etc. 

aihEdEa f彼は私をしばったj ，aiK22bg.aihsassG;

adnyBgsffma 「彼は私をくすぐったJ ;adnyagsffbo ，adnngsffbad: 

bddkahr 彼らは私をしばったJ ， etc.; 

(以上 A 型〉

b必ny~gs({ma r彼は私をくすぐったJ • et~ (以上 B 型)

62-2-3 に見た形に対格接尾辞が続く場合は、動詞部分のアクセントは、 B型でS

が82の場合に、

jzcd(V){(+VIII). 

となる他は変わらず、対格接尾辞のアクセントはCV/cvcd となる。

agidm 「彼は私を見たJ • ag 袋bo r彼は彼らを見たJ • 

ag~~ωS， r彼は私たちを見たJ

amdisff 皿a r彼は私をなだめたJ ， a皿64sffbo ，amadsffbast;

bdgjdEla f彼らは私を見たJ • etc.; 

b'maas{{ma r彼らは私をなだめたJ ， etc. 

ahBthaf 彼は私をしばったJ ，ahE6bg ，a凶ゐ86;

aIlyagsffIEaf 彼は私をくすぐったJ ，anyagsffbg ，aIlngsffbssG: 

baldiIBa 「彼らは私をしばったJ ， etc.; 

biIwigsffIna f彼は私をくすぐったJ • etc. 

(以上 A 型)

(以上 B型)

17 
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~ 2-2-4 に見た形に対格接尾辞が続く場合は、動詞部分のアクセントは変わらず、

対格接尾辞のアクセントはCV/CVCV となる。

abfidemd f彼は私を見るし abfidgb6 f彼は彼らを見るJ ， 

ab{igegbds@ 「彼は私たちを見るJ

仙台m'as{{ma r彼は私をなだめるJ ， abiimias((bd ， abfimá~sí{b~sa; 

báb1ig~em' r彼らは私を見るJ ， etc.; 

b'b 'I imaas{(ma r彼らは私をなだめるJ ， etc. (以上 A 型)

ab{ikaima r彼は私をしばるJ ，abfilE26b6 ，abfiK24b4sa;

abiinY eJ gs{im' r彼は私をくすぐるJ ，abfimgsffbj ，abfinyagsffbSsa:'

b'b1ik'àim~ r彼らは私をしばるJ • etc.; 

b'bfinyagsffm' r彼は私をくすぐるし etc. (以上 B 型)

~ 2-2-5.-...;8 に見た形に対格接尾辞が続く場合は、動詞部分のアクセントは変わら

ず、対格接尾辞のアクセントはCV/CVCV となる。

ぎnggibSmd 「彼は私を見なかったJ ，bgg をb6b6 ，Enggjbibisa ，etc.;

~nkâ~b~m' r彼は私をし』まらなかったJ etc. cf. ~ 2-2-5. 
dge6b6hd f彼は私を見なかったJ etc.; 

aiK2dbdmj 「彼は私をし』まらなかったJ etc. cf. ~ 2-2-6. 

ag~éb~m' r彼は私を見なかったJ etc.; 

akãáb~m' r彼は私をしばらなかったJ ， etc. cf. ~ 2-2-7. 

abfighbdfai 「彼は私を見ないJ • etc.; 

ab{ikãib~皿， r彼は私をしばらないJ • etc. cf. ~ 2-2-8. 

a 3-1-1 に見た形に対格接尾辞が続く場合は、動詞部分のアクセントは変わらず、

対格接尾辞のアクセントはCV/cvcd となる。

g~泊na r私を見ろ J • g~n'bQ r彼らを見ろJ • gén'b;Js~ r私たちを見ろJ

má's~ma r私をなだめろj ，Iniisjbo ，mUS6bad- (以上 A 型〉

kang'ama r私をし』まれJ ，kang'ibg ，kang'ibaS4;

mgsjIBaf 私をくすぐれJ • n~gs仏0・ nY3gsib-4.
a 3-1-2 に見た形に対格接尾辞が続く場合は、動詞部分が

A 型: Xn 

B 型: CωV(ωv め)Xn 凶l4ι ii . 

というアクセントとなって、対格接尾辞のアクセントはCV/CVCV となる。

(以上 B型)



g6dni 皿a r (君遥)私を見ろ J ，gUnib 包「彼らを見ろJ ， 

giG116badf 私たちを見ろJ

回~ísí{n'ma r私をなだめろJ ， etc. 

kang'anama r私をしばれJ ， kang'~n'bQ， kang ・6n6basj;

fwagsffIlima f私をくすぐれJ ， etc. 

(以上 A 型)

(以上 B 型)

~3-2-1""2 に見た形に対格接尾辞が続く場合は、動調部分のアクセントは変わら

ず、対格接尾辞のアクセントはCV/CVCV となるようであるが、一部不確かである。

k.QQg~nm' r私を見るなJ ，MgE4kodg 帥知， etc.; 

ko6kang'ma r私をしばるなJ ， etc. . cf. ~ 3 - 2 -1 . 

by~çg~nm' r (君逮)私を見るな j ，bydggnbd ，bye6ggnbjsa ，etc.;

bye~kang'ma r私をしばるなJ ， etc. cf. ~ 3-2-2. 

~ 4に見た形に対格接尾辞が続く場合は、動詞部分のアクセントは変わらず、対格接尾

辞のアクセントはCV/CVCV となる。

6geumf 彼が私を見るようにJ ， 'gcnbQ r彼が彼らを見るようにJ ， 

dgdnbasdr 彼が私たちを見るようにJ

知'a~ma r彼が私をなだめるようにj ，dmiadbo ，i皿aasa basS. 

ak'ng' ma r彼が私をしばるようにJ ，6hing'bg ，dking'basj;

iIlyjgsdIBa 「彼が私をくすぐるようにJ ， Ilyjgsibg ，dIlyjgs 《bast

おわりに

(以上 A 型)

(以上 B 型)

以上は、収拾したデータに基づく、現時点でできる限りの分析である。調査もれの形も

あるはずで、全面的とはいえないが、この言語の動調アクセントの概略は提示しえたと思

う。なお、こうした動詞アクセントがどのように決定されているかーその決定のされ方が

どの程度に規則的であるかといった検討は、後の機会に譲らざるをえない。
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注

1)この言語の調査は、東京外大 AA 研加賀谷良平教授を研究代表者とする科学研究費補

助金によるパントゥ諸語調査の一環として、 1990 年にカメルーンの首都ヤウンデで行っ

た。この調査におけるインフォーマントは、 1962 年にパフィア南東のGoura という町の

ややヤウンデ寄りのTsekane に生まれた Ybara Bidias.Hssobo 氏である。

2) 冒/Y は、半母音としても用いられる。 ny で表記した音は、半母音Y' を含むものではな

b、o
この言語には正書法〈らしきもの)がない。

3) 動詞のあらわす行為の主体たる人称もしくは主体をあらわす名詞のクラスに呼応して

音形交替する部分を主格接辞と呼ぷ。人称主格接辞とクラス主格接辞(後述〉を分けて

あげているが、本質的には同種のものである。

4) 動調のあらわす行為の対象たる人称もしくは対象をあらわす名詞のクラスに呼応して

音形交替する部分〈対格接辞と呼ぷ〉を動調語幹直前に置くことができる言語が、パン

トゥ諸語の中では多数である。

5) rクラス J というのは、印欧語等に見られる「性」に似た名調の下位範鴎であるが、

名調のあらわすものの自然的性には関係がなく、かっ、 「性J よりずっと数が多い。

6) A 型というのは、パントゥ諸語の段階で語幹第一音節の高かった動調の系統をひくも

の、 B 型というのは、パントヮ諸語の段階で語幹第一音節を含めて低く平らな動詞の系

統をひくものである o

7) r調整規則」というのは、アクセントを統一的に表示した場合に、主として語形が短

い時に調整的言明が必要になることがあるが、それをさす。
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